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はじめに

本論は、前々回の小論(注1)で述べた教員養成課程

における授業科目「ソルフェージュ」(以下、「ソルフェー

ジュ」とよぶ)の教育内容編成について、前回の小論(注

2)に引き続き、主として、聴音演習を中心に、本学の

1996年度第2学期の実践報告をふまえつつ、試論として

述べるものである。

I. 1学期「ソルフェージュ」の教育内容における受講

者の理解度と反省点

小論(注1)で述べた、教育内容編成にしたがって実

施した1学期の「ソルフェージュ」授業および試験の結

莱(注2)を分析しながら、受講者の理解度を考察する

(なお、ここでは、リズム・単旋律聴音は省く)。

1)各聴音演習項目の理解度

①和音聴音

書取演習以前に、聴取演習を徹底して行った。その際、

個々の和音判別の前に、長・短・増・減の響きの違いの

判別を実施した。そのうえで、個々の和音判別の聴取・

書取演習に移行したところ、入学時に正解率半分以上の

受講者が3割強から、 1学期末には6割強に倍増した。

(9 4声体和声聴音

4声体以前に、外声部のみの2声聴音から開始し、

理解度に応じ、徐々に小節数も増やし、難易度も上

げ4声体に移行した。その結果、入学時に正解率半

分以上の受講者が5割から、 1学期末には8割に増

加した(ただし、外声部のみの結果)0

(彰2声聴音

リズム・単旋律聴音の理解度を見ながら、 2声聴音

に移行した。また、問題作成については、中・高の歌唱教材

を基に創作した。その結果、複旋律に移行したにもかかわ

らず、単旋律聴音の正解率とほぼ同理解度が得られた。

2) 1学期「ソルフェージュ」の教育内容・編成の反省

点とまとめ

1学期においては、「各時限の教育内容編成の試み」(荏

1)どおり、もしくは、それ以上のペースで授業を進め

ることができ、各聴音演習とも・1)に記したように受講

者の理解度もかなり深まってきた。しかしながら、各項

目において理解度の低い受講者は全項目一致しており、

もっとも理解度の高い受講者との格差はあまりに大き

い。したがって、 2学期の授業においては、この点にもっ

とも留意していきたい。

Ⅱ. 2学期「ソルフ工-ジュ」の教育内容編成の目的と

方法

1)目的

Iの2)で述べたように、受講者の理解度の格差は

1学期間を終えてもすぐに縮まるものではない。した

がって、理解度の異なる受講者のどこに焦点を合わせ

るかを十分把握しない限り、 2学期における授業内容

が1学期と重複したり、偏重になってしまう。そのた

め、授業の能力別時間配分を考え、教育効果を著しく

低下させることなく、理解度の格差を縮めていきつつ、

さらに、聴音能力を高めていきたい。

2)方法

(1)グループ分け

1学期の期末試験の結果および毎時間の受講者各々

の授業理解度を加味したうえで、理解度の低い受講者

Aと比較的理解度の高い受講者Bの2グループに分か

つ。その際、以下の理解度を基準とした。

(力4声体和声聴音(外声部のみの結果)

外声部のうち、どちらか一方の声部の理解度さえ低

い受講者と両声部とも理解度の高い受講者(和音聴音の

理解度は4声体和声聴音の結果とほぼ一致していた) 0

②2声聴音

Sop.の理解度さえ低い受講者と両声部とも理解

度の高い受講者(単旋律聴音の理解度は2声聴音の

結果とほほ一致していた)。

(2)授業の進め方

Aグループの授業を先に開始し、約30分後よりBグ

ループと合流させ続行する。その際、各聴音演習の課

題は同問題とし、以下のような方法をとった。

(力4声体和声聴音

a. Aグループ・和声聴音の前に和音聴音を行い、
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1学期の理解度の遅れを復習した。

・ 2声聴音として外声部のみの聴音

を行った。

b. A+Bグループ・ 4声体和声聴音として実施した。

この方法で、 Aグループの

受講者は、同問題をBグループ

の倍の回数聴く機会を与えら

れ、 Bグループと合流した時点

で、内声部の聴音に専念できる。

また、この時点でも、 Bassの理

解度が低い場合は、 Bassの聴音

のみに専念させ、 1学期と同様、

外声部の聴音とした。

②2声聴音

a. Aグループ・単旋律聴音演習としてSop.のみ

の聴音とした。

b. A+Bグループ・ 2声聴音として実施した。

この方法で、 Aグループの

受講者は、同問題をBグループ

の倍の回数聴く機会を与えら

れ、 Bグループと合流した時点

で、 Bassの聴音に専念できる。

また、この時点でもsop.の理

解度が低い場合は、 Sop.の聴

音のみに専念させ、 1学期と

同様、単旋律聴音とした。

以上の方法により、 2グループを同時限に進めていく

ことが可能である。さらに、 Aグループ内の理解度の格

差もカバーできることより、約3段階の理解度の受講者

を一度に進められることが可能である。

Ⅱ. 2学期「ソルフェージュ」の教育内容

小論(注1)で述べた、各時限の教育内容編成に従っ

て、 Ⅱで計画した同時限内時間差授業の方法で実施した

演習項目を示していく(問題語例を参照のこと)0

なお、第1週は1学期末試験の説明と第2学期のガイ

ダンスを行い、第2週から授業を開始した。

1)和声法

4声体和声聴音の理解度を見ながら、徐々に和音記

号・和音機能・和声進行等の説明を行い、 4声体和声聴

音の理論的理解と3学期の弾き歌い演習の準備とした。

2)聴音

各問題は、 10点満点として、 0点・0-5点未満・

5点以上-10点未満・ 10点の4段階に受講者を評価し

た。結果は、正解率で割り出した。いずれもピアノ演

奏によって実施した。

1 4声体和声聴音(語例1参照)

Aグループは、開始音(sop.とBass)をあたえてか

ら行い、書取る声部を強めに奏した(約10回)。

A+Bグループでは、 「内声部の開始音のみ与え、書

取る声部は強めに奏し、理解度に応じて均一な音量で奏

した(10回)。

問題作成にあたっては、その週の理解度に応じて、次

週の難易度を決定した。

く結果)

①Sop.の理解度:全ての問題において、正解率半分以

上の受講者は、 7割5分以上となっ

(表トa)た。理解度はかなり高い。

譜例l 解 答 人 数 欠

席

者

数恥 . 0点 鵬 浦 5.脱L l帆蛸 10J点

( 1) 1 1 4 9 1

(2 ) 0 0 4 l l 1

(3 ) 0 0 2 1 0 4

(4 ) l l 2 8 4

(5 ) 1 3 5 7 0

(表中の番号は、語例中の問題番号の回答結果を示す。)

②Bassの理解度:第6過より借用和音が加わった。その

第6週の問題では、 Ter.の動きが少な

(表1-b)

吉酢 .日 解 答 人 数 欠

鰭

者

ikぬSS Q lff 0.拍 員輔 5-畝と1鵬輔 10.&

( 1 ) I 2 2 1 0 1

( 2 ) 2 0 5 8 1

( 3 ) 0 2 3 7 4

(4 ) 4 3 2 3 4

(5 ) 0 4 6 6 0
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いため、比較的理解度は高いが、第7

週の問題では、 Ter.が順次下行進行し

ているため、とくに、 2小節2拍目の

cis音を境に、理解度が低下している。

しかし、その他は、 Sop.の理解度とほ

ぼ同じ結果を得られた。

(塾Alt.の理解度:第2週の問題では、容易に聴取れるよ

うに各声部間の音程の巾を広くした閉

経問題を行ったが、困難なようであっ

た。そのため、第4過の問題からは、

(表1-c)

かなり強めに奏した。問題によりバラ

ツキがあるが、複旋律の聴分け能力は

進んでいるように思える。

吾脚 .1 解 答 人 数 欠

席

音

敬Alt. 0 .& 鵬 淵 馳 1(湖覇 lq点

( 1 ) 8 3 2 1 0 1

( 2 ) 1 0 9 2 1

( 3 ) 0 3 3 5 4

(4 ) 4 3 1 6 4

(Fサ) 0 2 9 4 0

④Ter.の理解度:各声部を通じ、聴取りの理解度はも

(表1-d)

っとも低い。とくに、第4過の問題の

1小節目では、 Bassとオクターブ音程

諾脚 .日 解 答 人 数 X

鰭

者

敬Ter. 0 点 (妓欄 馳 10朗読 lq点

( 1 ) 8 2 3 2 1

(2 ) 1 0 2 0 3 1

(3 ) 3 3 0 6 4

(4 ) 4 3 2 3 4

(5 ) 3 5 3 5 0

のため聴取困難で正解者は少ない。

また、全問を通して、 Sop.と混同し

て聴取っている受講者が目立った。

⑤外声部・ 4声部の理解度: 4声部全体としての結果

は、外声部の結果に大き

(表1-e)

く左右されてしまうが、

複旋律の聴分け能力は、

かなり進んできたと言え

よう。

冨酢 q 1 解 答 人 数 'a :

席

音

数外声部 0 点 唖 、鎚 瑚 馳 l鵬瑚 1(娘

( l ) 2 I 5 7 1

( 2 ) 1 2 3 9 1

( 3 ) 0 2 5 5 4

( 4 ) 1 4 3 4 4

( 5 ) 2 6 5 3 0

蓄財 . l 解 答 人 数 X

席

者

過

秦

回

4 声部 0 点

08r 馳

IO.&琉 輔 1鵬 捕 数 数

( 1 ) 2 4 7 2 1 1 0

( 2 ) l 4 7 3 l 1 0

( 3 ) 0 4 3 5 4 1 0

( 4 ) l 5 4 2 4 1 0

( 5 ) 2 7 4 2 0 1 0

(2) 2声聴音(譜例2参照)

Aグループは開始音を与え、 Sop.のみを奏し、単

旋律聴音として実施した(約8回)0

A+Bグループでは、 Aグループのみ先にBassの開

始音を与えておいてから行った。書取る声部は強めに

奏し、理解度に応じて、均一な音量で奏した(7-10

回)0
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問題作成にあたっては、その週の理解度に応じて、

次週の難易度を決定した。

く結果)

①Sop.の理解度:第6過の問題では、リズムの難易度

が高かったため受講者の理解度は少

し低いが、その他の問題ではかなり

(表2-a)
rniい.

吉卵 J2 解 答 人 数 欠

席

者

敬良p. 0点 鵬 瑚 w m nm - 10,点

( 1 ) I 3 3 8 I

( 2 ) 4 0 5 7 0

(3 ) 0 0 2 1 3 1

(4 ) 3 3 2 4 4

( 5 ) 0 2 7 7 0

②Bassの理解度:

(表2-b)

1小節に1音のBassを与え、徐々に2

柏に対し1音、また1柏に対し1音

というように難易度を上げて行った。

第6週の問題では借用和音も加え、

4小節3拍目ではBassのみが動いて

いることより理解度は低いが、その

他の問題では正解率が半分以上の受

講者は約7割となった。

脚 ー2 解 答 人 数 欠

席

音

敬Bass 0 点 勝 瑞輔 5此L l鴫捕 lq点

( り 2 5 2 6 1

(2 ) 6 0 4 7 0

C O l 2 6 6 1

(4 ) 5 2 1 4 4

(5 ) 0 3 6 7 0

-24-

③2声部の理解度: 2声部全体としての結果はBassの結

果に影響されるが、かなりの理解度

が得られたと言えよう。

また、歌唱教材自体の認識は低

かった。

(表2-c)

謝列2 解 答 人 数 欠

鰭

者

過

m

回

2声部 0点

eg - .
IOa'J.5点瑚 1(舶満 敬 敬

( 1 ) 1 4 5 5 1 7

( 2 ) 4 2 4 6 0 8

( 3 ) ー 3 5 6 1 8

(4 ) 5 3 1 3 4 1 0

(5 ) 0 4 6 6 0 8

Ⅳ.第2学期末聴音試験

Dlの授業結果を基に、応用的な試験問題を創作した(語

例3参照)0

なお、試験項目は、 4声体和声聴音・ 2声聴音および

和声進行に関する理論問題の3項目行ったが、ここでは、

聴音問題の結果のみを示す。

1)試験結果

試験結果は表のとおりで、試験方法も評定方法も前述

同様とする(表3参照) 。

1声体和声聴音

問題がハ長調とはいえ、 Bass進行は跳躍等も含み難

解にもかかわらず、外声部は授業における結果もしく

はそれ以上の理解度が得られている。しかし、内声部

の結果は5割以上の受講者が0点で、内声部聴取能力

の理解度はまだまだ低いと言えよう。

(2) 2声聴音

問題は、歌唱教材を用いず創作し、またBass進行も

Sop. 1音に対しBassl音という箇所を増加させたに

もかかわらず、授業とほぼ同理解度が得られた。よっ

て、 2声部の聴取能力は大いに向上したと言ネよう。

2) 1学期試験と2学末期試験結果の比較

各項目の試験結果の比較表は、以下のとおりである。

ここでは、各項目の個々の結果は省略する。



(表3)

譜 例 3

解 答 人 数 欠

席

者

敬

過

秦

回

敬0 点

Qか

琉輔
I

1(嘘捕 lo貞

(1) sop . 0 I 3 1 2 0

Bass 3 3 1 9 0

A lt. 8 2 6 0 0

Ter . 1 2 0 3 1 0

欄 1 0 7 8 0

4相 I 6 7 2 0 1 0

(2) 紬 . 2 3 3 8 0

Bass 2 4 4 6 0

2袖 2 3 4 7 0 1 0

4 細 聴音
解 答 人 数

0 点

(旋ー

5点輔
.

1(戯肖 10,良

l脚糊財臓 (4 月) 2 6 4 4

1判 師桔式験 ( 7 月) 0 3 5 8

郡馴油(12)1)

胴抑 1 0 7 8

4期 1 6 7 2

(1) 4声体和声聴音(表4参照)

入学時と比較すると、問題の難易度もかなり上がっ

たにもかかわらず、 2学期間を終えて、当時の外声部

のみの結果よりも4声部全体の結果のほうがより理解

度が高まっている。よって、複声部の聴取能力は向上

している。しかし、 1学期末の結果と比較すると、外

声部の聴取能力は向上しているものの、 4声部の理解

度は2学期間を費やしても思うように得られなかった

のが現状である。

(2) 2声聴音

入学時には、単旋律聴音の理解度ですら正解率半分

以上の受講者は4割強程度であったが、 2学期末には

かなり難易度の高い2声部の聴取にもかかわらず、約

7割に理解度は高まっている。さらに、満点を取った

受講者も7名と全体の4割強を占めている。よって2

声聴音の聴取能力は、順調に高まったと判断できる。

(表5)

2 声 聴 音

解 答 人 数

0 点

0」‾

5点浦
.

1(嬉湖 I(〉点

l渦潮鋤 識 (4 月)

(単旋律聴音)

5 4 5 2

1 ( 7 月) 3 7 2 4

月 ) 2 3 4 7

3)まとめ

2学期においても、小論(注1)の「各時限の教育内

容編成」どおり、もしくはそれ以上のペースで授業を進

めることができた。

また、同時限内時間差授業もスムーズに進められ効果

的であったといえる。

しかしながら、入学以前にソルフェージュ教育を受け

た経験のある受講者、また、長年ピアノ実技学習を続け

てきた受講者といずれも未経験の受講者の理解度の差

は、 2学期間を通しても縮めることは困難であった。

おわりに

初等教員養成課程におけるソルフェージュ教育の目的

を考えたとき、けっして高度な聴音能力等を身につける

のではなく、あくまで音楽を学ぶための手段であるべき

であると述べてきた。ここでは、実際に時限内に行った

和声法・編曲法・発声法については記してはいないが、

そのような意味において、聴音演習で培った能力が編曲

法等における基礎的知識や基本的な和声感覚に役立って

きていることはいうまでもない。したがって、目的は果

たしつつあるといえよう。

次回は、上記のような試論を踏まえ、いよいよ第3学

期の「弾き歌い」演習の導入について、引き続き研究し

ていくものである。
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A Solfeggio-Training Program Implemented with Special Emphasis on the

Transcription of Musical Notes

Mayumi Niiyama

Department of Music Educatinon, The Center For Practical Educatinon

Hyogo University of Teacher Educatinon

This paper discusses introduction of the homogeneous-grouping program for students of sol-

feggio in the elementary education course who differ in their knowledge of music. In this

program, the transcription of music notes emphasizes harmony and arrangement to improve

their performance of singing to piano accompaniment,

-30-


